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★お買い上げありがとうございます。 

ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
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☆ 安 全 情 報 
 

☆ この製品はコンクリートを締め固めるためのバイブレータです。コンクリートを締め

固める目的以外には使用しないでください。 

 

☆ 製品の安全性については十分に配慮していますが、この説明書の危険、警告、注意をよ

くお読みいただき正しくお使いください。 

 

☆ 下記の表示は万一にも他人や自分に障害や損害を与えることのないように、この製品

を使用していただくための危険表示・警告表示・注意表示です。 

 

☆ ご使用になる前に本書と合わせてリチウムイオンバッテリー用充電器の“急速充電器 

ＤＣ４０ＲＡ”の取扱説明書もお読みください。 

 

対応可能バッテリーおよび充電器 

バッテリー：ＢＬ４０４０ 

充電器  ：ＤＣ４０ＲＡ 

 

 
危 険 
(DANGER) 

【危険】は、死亡または重傷を負う可能性のある切迫した

危険な状況を示す表示 

 
警 告 
(WARNING) 

【警告】は、死亡または重傷を負う可能性のある危険な状

況を示す表示 

 
注 意 
(CAUTION) 

【注意】は、軽傷または中程度の障害を負う可能性のある

危険な状況を示す表示 
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コードレスバイブレータの安全上のご注意 
 

 警 告 
（死亡事故を受けないために） 

 
 バイブレータを使用する場合は、必ず指定のマキタ純正充電器とバッテリーを使用し

てください。 

 充電器はマキタ純正品 ＤＣ４０ＲＡおよびバッテリーはマキタ純正 ＢＬ４０４０を

使用してください。指定品以外のバッテリーを使用すると液漏れ、発熱、発火、破裂の

恐れがあります。 

 

◆作業環境◆ 

 可燃性のガス・引火性のガスの雰囲気では使用しないでください。また火気の近くや炎

天下などの場所や腐食性の液体・ガスがある所での使用、充電、保管を行わないでくだ

さい。爆発、火災、破裂、液漏れの恐れがあります。 

 ご使用前に作業場所の周囲状況を確認して使用してください。 

  ちらかった場所や暗い場所での作業は、思わぬ事故の原因になります。 

 作業場は十分に明るくしてください。暗い場所での作業は、事故の原因になります。 

 作業者以外の人を作業場へ近づけないでください。 

  子供や作業者以外の第三者を作業場に近づけないでください。注意力が散漫になり思

わぬ事故の原因になります。 

  



 

３ 

 

 

 

 

 

◆電気に関する安全事項◆ 

 バッテリーを火気に投入しないでください。バッテリーを焼却すると有毒ガスや有毒

物質が発生することがあります。 

 バイブレータやバッテリーの端子部に錆や浸水痕跡を発見した際、バッテリーの充電

や本体への装着および使用を中止してください。 

 バイブレータ、充電器、バッテリーを分解、修理、改造しないでください。 

破損、発熱、発火、破裂、爆発の原因となります。 

また、ご使用前に損傷がないか十分点検してください。異常が見られる場合や故障した

ときは、使用者が修理を行わずに最寄りの支店・営業所にお申し付けください。 

 バイブレータ、充電器、バッテリーを雨中や湿った場所での使用、放置、保管をしない

でください。また、ぬれた手で操作しないでください。感電や発煙の恐れがあります。 

 バッテリーを釘やドライバー、金属製の箱、針金、銅線などの線材などと一緒に保管し

ないでください。金属がバッテリー端子に触れ短絡（ショート）し火災、発熱、感電、

破損の原因となります。バッテリーを保管する場合は、端子カバーを取り付けた後、キ

ャリングケースなどに入れて保管してください。 

 バッテリーに釘を刺す、投げる、落とすなど衝撃を与えないでください。衝撃などによ

り破損したバッテリーを使用または充電しないでください。発熱、発火、破裂、爆発の

原因となります。 

 バッテリーの液が目に入ったり皮膚に付着したりした際は、直ちに水道水などのきれ

いな水で洗い流し医師の診断を受けてください。破損したバッテリーが液漏れする場

合は、ゴム手袋などを使い液が皮膚に触れないよう注意してください。 

 バッテリーは周囲温度が５０℃以上になる場所や湿度が高い場所で保管しないでくだ

さい。(炎天下、夏場の車中、暖房器具の近く、金属製の箱の中、風通しの悪い倉庫な

ど)発煙、発熱、故障の原因となります。 

 強い静電気にさらされる場所で、バイブレータの使用やバッテリーの充電はしないで

ください。 

 バッテリーの使用、充電、保管時に異臭、異常発熱、変色そのほかの異常を発見した際

は直ちに使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談または連絡してください。 
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◆作業者に関する安全事項◆ 

 油断しないで十分注意して作業を行ってください。 

 疲労や病気などで体調が悪い場合や、アルコールまたは医療品を飲んでいるとき、妊娠

している方はバイブレータを使用しないでください。 

 バイブレータを使用する場合は、取扱説明書を熟読し理解した上でご使用ください。 

 また、作業方法や周りの状況に十分注意して作業を行ってください。 

 不意な始動は避けてください。 

 バッテリーをモータに差し込む前に、バイブレータのスイッチがＯＦＦになっている

ことを確認してください。また、スイッチに指をかけたままバイブレータを持ち運ばな

いでください。 

 ハンドルは常に乾かして、きれいな状態を保ち油やグリスが付着しないようにしてく

ださい。 

 きちんとした服装で作業してください。 

 身体よりも大きすぎる衣服やネックレスなどの装身具は、着用しないでください。 

 長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。 

 

◆その他の安全事項◆ 

 作業前に破損した部品がないか点検してください。 

  作業前にバイブレータに破損がないか、特にバッテリーカバーやスイッチ周辺に破損

が ないか点検し、振動部が正常に振動するか動作確認も行ってください。 

 バイブレータに故障、異常を発見した際は直ちに使用を中止してください。 

※ 異常例：モータ部やバッテリーが異常に熱い。 

焦げ臭いにおいがする。 

ビリビリと電気を感じるなど 

 バイブレータのスイッチをＯＮにしても動かないなど、問題があった場合は直ちにバ

ッテリーを取りはずし、お買い求めの販売店にご相談または連絡してください。
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 注 意 

（障害や損害を受けないために） 
 
◆使用する際の注意事項◆ 

 コンクリートバイブレータを取り扱う事業者は厚生労働省 基発０７１０第２号 

「チェーンソー以外の振動工具の取扱い業務に係る振動障害予防対策指針（別紙）」に

基づき、バイブレータの３軸合成値（手元振動の強さ）より作業時間を管理し、作業者

の振動障害予防に努めなければなりません。 

「チェーンソー以外の振動工具の取扱い業務に係る振動障害予防対策指針（別紙）」の

詳細は安全衛生情報センターのホームページより入手できます。 

また、エクセンホームページでも情報を掲載しています。 

 振動部はコンクリートに挿入することにより冷却しています。コンクリートの外（空中）

では運転しないでください。振動部が発熱し、触るとやけどする恐れがあります。 

 バイブレータ本体を持って振り回さないでください。周りの人やものに障害や損害を

与える恐れがあります。 

 バッテリーは確実に取り付けてください。確実に取り付けていない場合、バッテリーが

脱落しけがの原因になります。 

 バイブレータを落下またはぶつけたことにより本体に破損や亀裂・変形がないことを

確認してください。けがや感電の原因となります。 

 バイブレータを使用しないときは、本体からバッテリーを取りはずし、端子カバーを付

けてキャリングケースに入れて保管してください。 

 作業前にモータと振動部が確実にセットされていることを確認してください。 

 フレキシャフトが振り回され障害を受ける恐れがあります。（ＣＢ２８ＦＰＢ型） 

 使用済みのバッテリーは満充電で保管してください。長期間使用しない場合は定期的

に充電してください。充電しない場合、バッテリーが故障することがあります。 

 延長コードを使用して充電する場合は、２．０ｍｍ2以上（ＡＷＧ１４）の正常な延長

コードを使用してください。延長の目安は３０ｍ以下です。 

 また屋外で充電する場合は、キャプタイヤケーブルの延長コードを使用してください。

配線の誤りまたは破損、断線した延長コードを使用すると、火災や感電の恐れがありま

す。 

 使用後は振動部に誤って触らないようにしてください。 
振動部が発熱しているため、やけどする恐れがあります。 

 ご使用前にバイブレータの破損した箇所、特にバッテリーカバーや 
スイッチ周辺などに破損がないか点検してください。 

やけど注意 
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〇 ま え が き 
 
このたびは軽便シリーズ コードレスバイブレータの軽便電棒・軽便フレキ型をお買い上げ

いただきありがとうございます。 
 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
また充電器、バッテリーを使用される前にリチウムイオンバッテリー用充電器の“急速充電

器 ＤＣ４０ＲＡ”の取扱説明書も合わせてお読みください。 

 
この製品の性能を十分に理解して適切な取り扱いと点検整備を行い、いつまでも安全に効

率よく使用されるようお願いいたします。なお、この取扱説明書はお手元に大切に保管して

ください。 
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〇 安 全 
 

 注 意 
（作業上身を守るために） 

 
○ 作業する場合は安全帽・防振手袋・安全靴・顔面保護具（保護メガネ・マスク）・聴覚

保護具および墜落制止用保護具を着けて、安全な装備で行ってください。 

 

 

 

 

 
 

安全帽着用 防振手袋着用 安全靴着用 

 
 
 
 
 
 
 

顔面保護具着用 聴覚保護具着用 墜落制止用保護具着用 

 
○ 鉄筋などの足場が悪い所では必ず歩み板を敷いて足場を固めてから作業してください。 
 
○ 機械が突然停止したり、バッテリーが切れバイブレータが停止した際は、必ずスイッチ 

を“ＯＦＦ”にしバッテリーを取りはずしてください。 
 
○ 足元や浅い場所で作業する場合はコンクリートが飛び散ります。 

顔面保護具（保護メガネ・マスク）を着けて目や口などを保護してください。 
騒音の大きい作業では聴覚保護具を着用してください。 
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 注 意 
（末永く使用していただくために） 

 
○ 振動部がコンクリートに挿入された状態でスイッチのＯ

Ｎ・ＯＦＦ動作を行わないでください。 
コンクリートに挿入した状態で“ＯＦＦ”にすると振動部が

抜けなくなることがあります。 
 
 
 
○ 振動部で鉄筋や型枠などをこじらないでください。 

振動部が摩耗しモータが焼損する恐れがあります。 
 
 
 
○ 本製品に重いものを載せないでください。 
 
○ 振動部を鉄板や固化したコンクリートなどの固いものの上で運転しないでください。

ベアリングや振動軸が破損する恐れがあります。 
 
○ 使用中、通風孔からモータ内部に水やコンクリートが入らないよう注意してください。 

モータやバッテリーが故障する場合があります。 
 
○ モータが水没した際、直ちに引き上げ電源を“ＯＦＦ”にしバッテリーを外してくださ

い。 
 
○ 使用後はスイッチをＯＦＦにし、振動部が停止したことを確認してからバイブレータ

を置いてください。振動させたまま置いた場合、本製品が破損する恐れがあります。 
 
○ 使用後バイブレータのモータ部分を水洗いしないでください。故障の原因になります。

使用後、付着したコンクリートやモルタルは、湿った布などでふき取ってください。 
通風孔、スイッチ周辺、バッテリーカバー開閉部はきれいにふき取ってください。 

 
○ バイブレータを保管する場合は、周囲温度が５０℃以上になる場所や湿度が高い場所

では保管しないでください。(炎天下、夏場の車中、暖房器具の近く、金属製の箱の中、

風通しの悪い倉庫など)故障の原因となります。
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〇 ラベルの説明 
 
○ 注意を喚起するため本製品にラベルを貼っています。 

文章やシンボルマークの意味をご理解の上、使用してください。 
 
 

ご使用前に必ず取扱説明書をよくお読

みになり、ご理解ください。 

 
 
 
     

本製品を雨中や湿気の多い場所で使用

しないでください。 
また雨中や湿気の多い場所に放置しな

いでください。 

     
 
 
 

本製品のモータ部を水洗いしないでく

ださい。（乾いた布または洗剤などで湿

らせた布でモータをふいてください。） 

 
 
 
 

振動部をコンクリートに入れた状態で

電源をＯＮにしないでください。 
振動部を空気中で長時間振動させない

でください。 
 
 
 
 

本製品に使用するバッテリーは、マキ

タ純正品バッテリー ＢＬ４０４０を

必ずご使用ください。 
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〇 各部の名称 
 
■ ＣＢ２８ＦＰＢ型 

 
 
 
■ ＣＢ２８ＤＬＢ、ＣＢ３２ＤＬＢ型 
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〇 電棒・フレキ型の接続方法 
 

 注 意 
モータとバイブアッセンを接続する場合はスイッチを“ＯＦＦ”にし、モータからバッ

テリーを外した状態で行ってください。 
 
■ ＣＢ２８ＦＰＢ型 

1. フレキアッセンのシャフト継手をモータの出力軸にねじ込みます。 
2. フレキアッセンのホースグランドをモータのＭ３６ネジ部にねじ込みます。 
3. ホースグランドをハンマーで叩き締め込み、確実に取り付けてください。 

 
■ ＣＢ２８ＤＬＢ、ＣＢ３２ＤＬＢ型 
1. スプリング仕組品をモータの出力軸にねじ込みます。 

2. 防振継手仕組品をモータのＭ３６ネジ部にねじ込みます。 

3. 防振継手仕組品をサイズ４６ｍｍのスパナで確実に取り付けてください。 

※ スパナで取り付ける場合は、振動部側のスパナ掛かりは絶対に使用しないでください。

モータ側の４６ｍｍスパナ掛かりを使用してください。 
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〇 操作上の説明 
 
1. モータのスイッチが“ＯＦＦ”であることを確認します。 
 
2. モータと振動部が確実に接続されていることを確認します。 
 
3. バッテリーをモータに取り付けバッテリーカバーを閉じます。 
 
4. ハンドル部を持って振動部を吊り下げます。 
 
5. モータのスイッチを“ＯＮ”にします。 
 ※ 連続して使用する場合は、スイッチのロックボタンを使用してください。 
 ※ モード切替ボタンを押して「標準モード」または「パワーモード」を選択してくだ

さい。 
※ 寒い時期は１～２分程度、暖機運転を行ってから使用してください。 
 

6. バイブレータを締め固め有効範囲のピッチでコンクリートへ垂直に挿入します。 
 ※ バイブレータの締め固め有効範囲は振動部直径の約１０倍です。 

 ※ バイブレータ差し替えの目安はバイブレータを挿入してコンクリートの沈下が止

まり、表面にモルタルが均一に浮き上がって光沢を帯びてきたら次の場所に差し

替えます。 
 ※ 一箇所に振動を掛け過ぎるとコンクリートの分離の原因になります。 
 
7. バイブレータを引き上げる場合は、穴が残らないようにゆっくり引き上げます。 
 
8. 作業が終了したらモータのスイッチを“ＯＦＦ”にします。 
 
9. 本体からバッテリーを取りはずします。 

※ 使用後は必ずバッテリーを充電してください。 
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〇 運転モード切替方法 
 

○ 本製品は振動数を「標準モード」と「パワーモード」の２段階に切り替えることができ

ます。 

 

○ モード切替ボタンを押すと振動数が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

インジケータ表示 

 

：点灯 ：消灯 

モード 振動数 

 

 

 

 

 

標準 １２，０００ min-1（回/分） 

 

 

 

 

 

パワー １５，５００ min-1（回/分） 

 

○ 本製品はモードの最終状態を記憶します。電源をＯＦＦにして再起動するとＯＦＦする

直前のモードで動作します。 

モードインジケータ 
（緑点灯） 

モード切替ボタン 
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〇 バッテリーの取り付け・取りはずし方法 
 
○ バッテリーを脱着する場合は、必ずスイッチから手を放してください。 

※ スイッチを引いたままバッテリーを取り付けると、思わぬ事故の原因になります。 
 
〇 バッテリーを確実に取り付けてください。 

※ バッテリーボタン上部の赤色部が見えなくなるまで、しっかり奥に差し込んでく

ださい。 
※ 差し込みが不十分な場合、外れて事故の原因となります。 
 

■ 取り付け方法 

1. バッテリーカバーの両側のボタンを押しながら

開いてください。 
 
 

 
 
 
2. バッテリーをモータ端子部の溝に合わせ差し込

んでください。 
※ バッテリーボタン上部の赤色部が見えなく

なるまで、バッテリーを差し込んでくださ

い。 
 
 

3. バッテリーカバーを閉めてください。 
※ バッテリーカバーを閉めるときは、指を挟まないよう注意してください。 

 
■ 取りはずし方法 

1. バッテリーカバーの両側のボタンを押しながら

開きます。 

※ バッテリーカバーの開け方は、取り付け方

法の手順を参照してください。 
2. バッテリーボタンを押しながら、手前にスライ

ドさせ、取りはずしてください。 

※ バッテリーカバーを閉めるときは、指を挟

まないよう注意してください。 

 



 

１５ 

〇 バッテリーカバーの交換および４０Ｖｍａｘ

アダプタ脱着方法 
 
○ ポータブル電源ユニットＰＤＣ０１およびＰＤＣ１２００を使用する場合は、バッテ

リーカバーをバッテリーカバー［ＰＤＣ用］に交換して使用してください。 
※ バッテリーカバー［ＰＤＣ用］マキタ部品番号：Ａ－７４６１９は別売りになりま

す。 
 

■ 取り付け方法 
1. バッテリーカバーを開き、バッテリーを取りはずします。 

※ バッテリーカバーの開け方は、バッテリーの取り付け・取りはずし方法の手順を参

照してください。 

 

2. バッテリーカバーを固定しているネジ（2 箇所）を外し、

バッテリーカバーを取りはずしてください。 

※ 取りはずしたネジを紛失しないよう、注意して

ください。 
 

 

 

3. バッテリーカバー[ＰＤＣ用]を開き、モータ部の溝

に合わせながら差し込んだ後、２にて外したネジを

取り付けてください。（２箇所） 

 
 

 

 

 

4. ポータブル電源ユニットに接続する４０Ｖｍａｘ 

用アダプタを挿入してください。 

※ ４０Ｖｍａｘ用アダプタ  

マキタ部品番号：Ａ-７２２４１は別売りになり

ます。 

 

 

  



 

１６ 

 

 

5. バッテリーカバー[ＰＤＣ用]のグロメットを内側か

ら押して外してください。 

その後、４０Ｖｍａｘ用アダプタのプラグを、バッ

テリーカバー[ＰＤＣ用]の穴に通します。 

 

 

 

 

 

 

6. バッテリーカバー[ＰＤＣ用]を閉じ、プラグケーブ

ルをグロメットに通した後、グロメットをバッテリ

ーカバー[ＰＤＣ用]に取り付けてください。 

※ バッテリーカバーを閉めるときは、指を挟まな

いよう注意してください。 

 

 

 

 

■ 取りはずし方法 

1. 取り付け方法と逆の手順で取りはずしてください。

バッテリーカバー[ＰＤＣ用]を開いた後、グロメッ

トを内側から押し外してください。 

その後、バッテリーカバー[ＰＤＣ用]からプラグを

引き抜いてください。 

 
 



 

１７ 

〇 バッテリーについて 
 
○ バッテリーＢＬ４０４０は電池残量を確認することができます。 

 

■ バッテリー残容量表示機能 

1. バッテリーＢＬ４０４０のチェックボタンを押すと、バッテリー表示ランプに残容量

を数秒間表示します。 

※ 表示される残容量は、使用状況や気温によって実際の残容量と異なる場合があり

ます。 

 

※ バッテリー表示ランプの左側のみが点滅した場合は、バッテリーの保護機能が働 

  いた状態です。 

※ バッテリー表示ランプの左側と右側が交互に点滅した場合は、バッテリーの異常 

です。 

 

 

 



 

１８ 

〇 使用後の清掃・搬出 
 
○ 使用後はきれいに清掃してください。 
 
1. 清掃・運搬する場合は、必ずモータからバッテリーを取りはずしてください。 
 
2. 振動部に付いたコンクリートは固まる前に落としてください。 
 
3. モータに付いたほこりやコンクリートはきれいに落としてください。 
 
4. 持ち運びはモータまたは振動部を持って運んでください。 

※ スイッチに指をかけて持ち運びしないでください。 
 

5. モータは水洗いしないでください。 
（乾いた布または洗剤などで湿らせた布でモータをふいてください。） 

 



 

１９ 

〇 点 検 
 
○ 現場へ搬入する前と使用後は必ず次の項目を点検してください。使用中のトラブルを

できるだけ少なくするためです。 
 

1. 振動部に著しい破損・摩耗など発生していないか？ 

2. 振動部の防振継手仕組品・ホースグランドに緩みはないか？ 

※ 防振継手仕組品：ＣＢ２８ＤＬＢ，ＣＢ３２ＤＬＢ 

※ ホースグランド：ＣＢ２８ＦＰＢ 

3. フレキホースに著しい摩耗・亀裂および傷など発生していないか？ 

※ ＣＢ２８ＦＰＢ 

4. モータ・バッテリー・充電器の接続部の端子に汚れや錆など発生していないか？ 
5. スイッチは確実に“ＯＮ・ＯＦＦ”できるか？ 
6. 運転音は正常か？（一定の連続音が正常） 
7. スイッチのロックボタン機構は正常か？ 

●ロックできるか？ 
●解除できるか？ 

 
 

〇 消耗部品の交換時期 
 
○ 消耗部品の交換は次の項目を参考にして行ってください。 

消耗部品 視覚・聴覚による交換時期の判断 交換時期（目安） 

振動部 摩耗具合で判断        （視覚） ３００～５００時間 

潤滑油（グリス） 運転時の音で判断      （聴覚） １００～２００時間 

ベアリング 運転時の音で判断      （聴覚） １００～３００時間 

モータ部 ベアリング 運転時の音で判断      （聴覚） ２００～３００時間 

フレキホース 摩耗や傷の具合で判断    （視覚） 発見次第 

フレキシャフト 摩耗具合で判断       （視覚） 発見次第 

バッテリー バッテリーの表示で判断     （視覚） 発見次第 

※ 消耗部品の交換時期は目安時間です。 
使用状況により異なりますので早めの交換をおすすめします。 
 



 

２０ 

〇 故障診断 
 

現 象 症 状 原 因 処 置 

運転できる 

異音がする 
（金属音など） 

ベアリング異常 
（ゴロツキ・摩耗） 

ベアリング交換 

グリス劣化 グリス交換 
振動部の摩耗 
（ベアリング取り付け部） 

振動部交換 

振動が弱い 
モータ異常 モータ交換 
バッテリー異常 バッテリー交換 

振動しない 
フレキシャフト切れ フレキシャフト交換 
スプリング仕組品の破損 スプリング仕組品交換 

運転できない 

うなり音がする 
ベアリング異常 
（ロック・破損） 

ベアリング交換 

モータ異常 モータ交換 

まったく 
音がしない 

バッテリー不具合 バッテリーの充電 / 交換 

リード線断線 
修理またはモータ仕組品 
交換 

モータ異常 モータ仕組品交換 

充電できない 

バッテリー 
表示ランプ  
点灯なし 

バッテリー故障 バッテリー交換 

バッテリー 
表示ランプ  
異常点灯あり 

バッテリー温度異常 
または冷却ファン故障 

温度が下がるまで待機 
長時間復帰しない場合は、 
ファン異常 

バッテリー異常 バッテリー交換 
充電しても使用時間が短い バッテリー寿命 バッテリー交換 

※ 修理やオーバーホールをする場合は最寄りの支店・営業所にお申し付けください。 



 

２１ 

〇 仕様・製品寸法 
 

■ 仕様 

型式 

電圧 

※１ 
電流 振動数 全長 振動部 

運転時間 

※２ 

質量 

※３ 

[V] [A] [min-1] [mm] [径×長mm] [分] [kg] 

CB28FPB 

0.6m 

DC36 

（40Vmax） 

標準モード 

4 

パワーモード 

5 

標準モード

12,000  

パワーモード 

15,500 

1106 

28×200 標準モード 

60 

パワーモード 

45 

4.6 

CB28FPB 

1.0m 
1510 5.1 

CB28DLB 923 28×550 5.3 

CB32DLB 914 32×541 5.6 

※ １：４０Ｖｍａｘは満充電時のバッテリー電圧を表示 
※ ２：当社基準で運転確認した時間（マキタ製バッテリー ＢＬ４０４０使用） 
※ ３：マキタ製バッテリー ＢＬ４０４０を含んだ質量 
 

■ 対応可能バッテリーおよび充電器 

・バッテリー：ＢＬ４０４０  マキタ番号：Ａ－６９９３９  

・充電器  ：ＤＣ４０ＲＡ 

※ 上記２点とケースのセット：パワーソースキットＸＧＴ２ マキタ番号：Ａ－６９７３３ 

 

・ポータブル電源ユニット：ＰＤＣ１２００ マキタ番号：Ａ－７１８２５ 
ＰＤＣ０１ マキタ番号：Ａ－６９０９８ 

※ 本製品をポータブル電源ユニットに接続する場合は、４０Ｖｍａｘアダプタ マキタ番号：

Ａ－７２２４１とバッテリーカバー[ＰＤＣ用] マキタ番号：Ａ－７４６１９が別途必要に

なります。 

※ ポータブル電源ユニット ＰＤＣ０１を使用する場合は、別途１８Ｖバッテリーが必要です。 

    １８Ｖバッテリー：ＢＬ１８６０Ｂ マキタ番号：Ａ－６０４６４推奨 
 

■ ３軸合成値 
型 式 ３軸合成値( m/s2 ) 

ＣＢ２８ＦＰＢ ０．６ⅿ ４．９ 
ＣＢ２８ＦＰＢ １．０ｍ ４．９ 
ＣＢ２８ＤＬＢ ２．５ 未満 

ＣＢ３２ＤＬＢ ３．０ 
※ ３軸合成値はＪＩＳ Ｂ７７６１－１に準拠した測定器を使用し、ＪＩＳ Ｂ７７６１－２に基づ

く方法にて測定した値です



 

２２ 

 

 

■ 製品寸法図 
 
〇 ＣＢ２８ＦＰＢ型 

 

 
〇 ＣＢ２８ＤＬＢ、ＣＢ３２ＤＬＢ型 
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